
新潟平野北東部における完新世中期の地形変化
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＊ ） 名 古 屋 大 学 文 学 部 地 理 学 教 室
〒４６４-０１名古屋市千種区不老町

１ ． は じ め に
日 本 の 沖 積 低 地 は ， 内 湾 の 奥 に 発 達 す る 三 角 州 性 の 低 地 ， 臨 海 扇 状 地 ， 砂 州 な

ど の 砂 堆 を 海 岸 部 に 発 達 さ せ る 低 地 に 大 き く 区 分 さ れ る ． こ の う ち 三 角 州 性 の 低
地 の 沖 積 層 は ， 古 く か ら 一 般 的 ， 標 準 的 な 沖 積 層 と し て 最 も よ く 研 究 さ れ ， 関 東
平 野 や 濃 尾 平 野 な ど の 主 要 な 沖 積 低 地 の 地 形 発 達 過 程 は ， 後 氷 期 の 海 面 変 化 と 関
連してほぼ共通していることが明らかにされている（井関，１９８３；斉藤，１９８７）．
海 岸 部 に 砂 州 ， 砂 堤 ， 浜 堤 ， 砂 丘 な ど の 堆 積 地 形 を 伴 う 低 地 の 沖 積 層 に 関 す る 研
究 は ， 砂 州 の 発 達 過 程 や そ れ に 関 連 す る 海 面 変 化 や 気 候 変 化 の 問 題 を 中 心 に 論 じ
たもの（三位，１９６６；ｌｇｏｒｉｗａｋｉ，１９８２；Ｎ４；ｌｔｓｕｍｏｔ０，１９８５；Ｅｎｄ０，１９８６など），主
に 砂 堆 の 内 陸 側 の 沖 積 層 の 堆 積 構 造 ・ 堆 積 環 境 を 中 心 に 論 じ た も の が 多 く ， 完 新
世 後 半 の 砂 堆 の 形 成 と 内 陸 部 の 地 形 変 化 と の 関 連 は 十 分 に 議 論 さ れ て い る と は い
え な い ． そ こ で 筆 者 は ， 海 岸 部 に 顕 著 な 砂 丘 列 の 発 達 す る 新 潟 平 野 北 東 部 の 地 域
の 完 新 世 に お け る 古 環 境 変 遷 に つ い て 検 討 し た （ 大 平 ， １ ９ ９ １ ） ． 本 稿 で は ， 特 に
完 新 世 中 期 に お け る 砂 丘 列 の 前 進 と 潟 湖 の 埋 積 を 中 心 に 報 告 す る ． な お ， １ ４ Ｃ 年 代
測 定 に 使 用 し た 試 料 は ， 支 持 地 盤 調 査 な ど の 際 に 標 準 貫 入 値 （ Ｎ 値 ） 試 験 の た め
に 約 １ ｍ お き に 採 取 さ れ た ボ ー リ ン グ コ ア サ ン プ ル と ブ ル ー ム サ ン プ ラ ー と 呼 ば れ
る ハ ン ド ボ ー ラ ー で 採 取 し た 試 料 か ら 取 り 出 し た ．

２ ． 調 査 地 域 の 地 形

新 潟 平 野 は ， そ の 面 積 が 約 ２ ， （ ） （ ） Ｏ ｋ ｍ ２ に 達 し ， 濃 尾 平 野 と と も に 日 本 最 大 の 沖 積

平 野 の 一 つ で あ り ， 沈 降 運 動 に 伴 う 最 大 約 □ Ｏ ｍ に お よ ぶ 厚 い 沖 積 層 ， 海 岸 部 の 顕

著 な 砂 丘 列 ， 更 新 世 に 形 成 さ れ た 段 丘 の 発 達 が 悪 い こ と な ど の 特 徴 を も つ （ 吉 川

ほか，１９７３）．

砂 丘 列 は ， 海 岸 線 に 沿 っ て 全 長 約 ７ ｏ ｋ ｍ ， 標 高 最 大 約 ３ ０ ｍ に お よ ぶ 大 規 模 な も の

で あ る ． 加 治 川 か ら 信 濃 川 に か け て の 地 域 で は 約 １ ０ 列 の 砂 丘 列 と な る が ， 北 東 端

と 南 西 端 で は ， よ り 新 し い 砂 丘 が 古 い 砂 丘 を 覆 い ， 一 列 の 砂 丘 列 と な っ て い る ．

最 も 内 陸 部 の も の は 現 海 岸 線 か ら 約 １ ０ ｋ ｍ も 離 れ て お り ， 一 般 に 内 陸 部 の も の ほ ど

連 続 性 が 悪 い ． こ の 砂 丘 列 を 新 潟 古 砂 丘 グ ル ー プ （ １ ９ ７ ４ ） は ， 砂 丘 表 面 の 腐 植 層 ，

砂 丘 砂 の 風 化 度 ， お よ び 地 形 的 特 徴 か ら 新 砂 丘 Ｉ （ Ｉ - １ ， １ - ２ ， １ - ３ ， １
- ４ ） ， 新 砂 丘 Ｈ （ Ｈ - １ ， Ｈ - ２ ， Ｈ - ３ ， Ｈ - ４ ） ， 新 砂 丘 Ⅲ （ Ⅲ - １ ， ｍ

- ２ ） の ３ つ の 砂 丘 列 群 に 区 分 し た （ Ｆ ｉ ｇ ． ２ ） ． ま た ， そ れ ら の 形 成 時 期 を 遺 跡 の
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-

５：ｓａｎｄｄｕｎｅｒ‘ｉｄｇｅｓ
（；：ｆｏｒｍｅｒｒｉｖｃｒ（消ａｎｎｅ１

７：ｂ２ｌｃｋｍａｒｓｈ

ｌＳ：ｆｏｒｍｅｒｌａｇｏｏｎｓり（２ｃｌａｉｒｎｅｄｌａｎｄ）
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Ｆｉｇ．２Ｃ１１１ｓｓｆｉｃａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｓａｎｄｄｕｎｅｌ・ｉｄｇｅｓａｎｄ
ｔｈｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆ２ｌｒｃｈａ｛ｌ（）１ｏｇｉｃａｌｌ’ｅｍａｉｎｓ

１：ｔｈｅｅａｒｌｙＪｏｍｏｎｐｅｒｉｏｄ
３：ｔｈｅｌａｔｅＪｏｍｏｎｐｅｒｉｏｄ
５：ｔｈｅＹａｙｏｉｐｅｒｉｏｄ

立 地 状 況 か ら ， そ れ ぞ れ 繩 文 時 代
中 期 以 前 ， 古 墳 時 代 以 前 ， 室 町 時
代以降とした．Ｍｏｒｉｗａｋｉ（１９８２）
は ， 新 砂 丘 Ｉ を 縄 文 時 代 前 期 以 前
（約６，０００～５，０００年前），新砂丘
Ｈを繩文時代後期以前（約４，０００
～３，０００年前），新砂丘Ⅲを縄文

時代晩期以降（約２，５００年前以降）
の 形 成 に よる と し た ． 海 津 （ １ ９ ９
１ ） は ， 新 砂 丘 Ｉ ， 新 砂 丘 Ｈ 間 の
堆 積 物 の 基 底 の 年 代 を 求 め ， さ ら
に 遺 跡 の 立 地 を 再 整 理 し た 結 果 ，
新 砂 丘 Ｉ が 繩 文 時 代 前 期 ～ 中 期 以
前 ， 新 砂 丘 Ｈ が 縄 文 時 代 後 期 以 降
弥 生 時 代 以 前 ， 新 砂 丘 ｍ が 歴 史 時
代 以 降 に 形 成 さ れ た と し た ．

２：ｔｈｅｍｉｄｄｌｅＪｏｍｏｎｐｅｒｉｏｄ
４：ｔｈｅｌａｔｅｓｔＪｏｍｏｎｐｅｒｉｏｄ
６：ａｆｔｅｒｔｈｅＫｏｆｕｎｐｅｒｉｏｄ

（ｎａ！；ｓｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆｓａｎｄｄｕｎｅｒｉｄｇｅｓｉｓｌ・ｅｆｅｒｒｅｄｔｏ
ＮｉｉｇａｔａＡｎｃｉｅｎｔＤｕｎｅＲｅｓｅｒｃｈＧｒｏｕｐ（１９７４）

／１１’ｃｈａｌ£ｏ１（）ｇｉｃａｌｒｅｍａｉｎｓａｒｅｂａｓｅｄｏｎ
ｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＩＥｄｕｃａｔｉｏｎｏｆＮｉｉｇａｔａＰｒ（・ｆｅｃｔｕｒｅ（１９７９）

３ ． 沖 積 層 の 層 相 と 年 代
筆 者 は ， 層 相 ， Ｎ 値 ， １ ４ Ｃ 年 代 値 に 基 づ い て ， 砂 丘 背 後 の 内 陸 部 の 沖 積 層 を 下 部

砂 シ ル ト 互 層 （ Ｌ Ｓ ） ， 中 部 シ ル ト 粘 土 層 （ Ｍ Ｃ ） ， 上 部 砂 層 （ Ｕ Ｓ ） ， 最 上 部
層 （ Ｔ ） の ４ 層 に 区 分 し た ．
下部砂シルト互層（ＬＳ）は，Ｎ値２０～５０の砂，１５～２５のシルト質砂，１０～２０

の 砂 質 シ ル ト が そ れ ぞ れ 数 ｍ の 層 厚 を も っ た 複 雑 な 互 層 よ り な り ， 泥 炭 層 を は さ
む 場 合 も あ る ． 全 体 的 に 腐 植 物 を 少 量 含 ん で お り ， 貝 化 石 も 稀 に 含 む ． 福 島 潟 付
近 で 層 厚 最 大 ２ ０ ｍ ， 旧 紫 雲 寺 潟 付 近 で 層 厚 最 大 １ ０ ｍ 程 度 で あ る ． 阿 賀 野 川 付 近 で
は 今 の と こ ろ 不 明 で あ る ．
中 部 シ ル ト 粘 土 層 （ Ｍ Ｃ ） は ， 貝 化 石 ， 腐 植 物 を 含 む Ｎ 値 Ｏ ～ ４ の か な り 均 質 な

シ ル ト 質 粘 土 が 主 体 を な し ， 層 厚 数 ｍ の 砂 層 を は さ む と こ ろ も あ る ． 福 島 潟 潟 □
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ｈｕ諏ｕｓ

２２，３４０±３６０
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ＮＵＴＡ-１３３９
ＧａＫ-１４５８８

Ｔｈｉｓｓｔｕｄｙ

橋 （ Ｆ Ｋ ） に お い て ， Ｍ Ｃ 下 部 の - ２ ５ ｍ の 砂 質 シ ル ト よ り 得 ら れ た 木 片 の ̈ Ｃ 年 代 は ，

９，６００ ± ２８０ｙｒＢＰいＵＴＡ - １２１１）であった．新発田市住吉（ＳＹ）において，ＭＣ相

当層のシルト質砂から得られた木片の１４Ｃ年代は，７，７３０±１６０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１６９２）

で あ っ た ． Ｆ Ｋ 地 点 の - １ ５ ｍ に は ， 潮 間 帯 な ど に 生 息 す る 釘 ／ ７ ／ ｊ ／ ｊ バ ／ り （ ア ラ ム シ

ロガイ）がみられた．村上市岩船（ＭＫ）においてもＭＣから乙 ’ ．几；／／／，ｊ乙，／・／回り／八

（オキシジミ），乙 ’ ，フΓβ／ａ／・Ｊ．／ｊμ／・ｙ ’ ａ（ヤマトシジミ）の破片が認められた．ま

た ， こ の シ ル ト 粘 土 か ら は ， Ｉ Ｑ ， ／ ， リ ／ り ｆ り れ ／ Ｊ り な ど の 淡 水 生 珪 藻 に 混 じ っ て ，

ｒ’と，バ／／７，７がｊａびｓｐｐ．，乙’．１・ｒ／∂り／／∂丿．Ｆ／θ／・１／ｊ，／１／／ｊｚバカ／∂ｊ／・∂／Ｈ／／∂りなどの海～汽

水 生 珪 藻 が 検 出 さ れ る ． 海 津 （ １ ９ ９ １ ） は ， 信 濃 川 下 流 域 の 地 表 下 ３ ０ ～ ５ ０ ｍ に は 厚

い 粘 土 層 が 存 在 し ， こ の 粘 土 層 は 白 根 市 を 中 心 に 東 西 約 １ ０ ｋ ｍ ， 南 北 約 ８ ｋ ｍ の 範 囲 に

分 布 す る こ と を 報 告 し て い る ． こ の 粘 土 層 は ６ ， ０ ０ ０ 年 代 の １ ４ Ｃ 年 代 を 示 す こ と や 海
～ 汽 水 生 珪 藻 を 産 出 す る こ と な ど か ら 繩 文 海 進 に よ っ て 拡 大 し た 潟 湖 の 堆 積 物 と

判 断 さ れ て い る ． こ の 信 濃 川 下 流 域 の 顕 著 な 粘 土 層 と 平 野 北 東 部 の Ｍ Ｃ と は 層 相
な ど の 特 徴 か ら ， 同 時 代 の 堆 積 物 で あ る と 推 定 さ れ ， 繩 文 海 進 に 伴 っ て 拡 大 し た

潟 湖 の 湖 底 に は ， シ ル ト ， 粘 土 が 広 く 堆 積 し て い た と 考 え ら れ る ．

上 部 砂 層 （ Ｕ Ｓ ） は ， 下 位 の Ｍ Ｃ に 比 べ て 明 ら か に 粗 粒 な 堆 積 物 か ら な り ， 潟

湖 付 近 で は Ｎ 値 ５ ～ ２ ０ の 砂 ， 傑 混 じ り 砂 ， シ ル ト 質 砂 よ り な り ， 稀 に 貝 化 石 を 含 む

こ と も あ る ． 層 厚 は ， １ ～ １ ０ ｍ と 地 域 に よ っ て 差 が あ る が ， 潟 湖 中 心 部 で は Ｕ Ｓ を

- ４ ０ -



ま っ た く 欠 く 地 域 も あ る ． こ の よ う な

地 域 で は Ｍ Ｃ と 層 相 が ほ と ん ど 変 わ ら

な い シ ル ト や 粘 土 が 表 層 ま で 堆 積 し て

い る ． 福 島 潟 に お い て ， - ７ ～ - １ ２ ｍ の

砂層中の木片のｔ４Ｃ年代は，４，８１０ ± １

１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１３３６），５，３５０土１５５，

５，４２０±２００ｙｒＢＰ（鴨井ほか，１９９０）

で あ る ． 福 島 潟 付 近 の 砂 層 は ， 笹 神 丘

陵 ， 阿 賀 野 川 ， 加 治 川 へ と 連 続 す る が ，

と く に 河 川 付 近 へ 向 か っ て 粗 粒 化 し て

い く 傾 向 が あ る ． 加 治 川 付 近 で は ， 層

厚 ５ ～ １ ０ ｍ ， Ｎ 値 １ ５ ～ ３ ０ で ， 径 ５ ～ １ ０ ｍ ｍ こ

の 細 疎 を 主 体 と し ， 径 ３ ０ ｍ ｍ の 中 疎 を 混

入 す る 砂 疎 ， 陛 混 じ り 粗 砂 よ り な る 河

成 の 層 相 を 示 し て い る ． 新 発 田 市 住 吉

（ Ｓ Ｙ ） に お いて ， ＋ １ ～ - １ ０ ｍ に か け て

発 達 す る 上 部 砂 層 よ り 得 ら れ た 木 片 の

年代は，５，３９０±１１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１７０

５），５，９１０±１１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１６８９）

で あ っ た ． 層 相 お よ び 年 代 値 か ら ， 加

治 川 扇 状 地 扇 端 部 か ら 福 島 潟 に か け て
の 上 部 砂 層 は ， 繩 文 海 進 高 頂 期 以 降 ，
約５，４００～４，８００年前に急速に堆積した

Ｆｉｇ．３Ｍａｐ！；ｈｏｗｉｎｇｔｈｅＭｃａｔｉｏｎｓｏｆ１１（３〔〕ｌｏｇｉｃａｌ
ｓ；ｅｃｔｉｏｎｓａｎｄｔｈｅｓａｍｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓｆｏｒ
ｌ・２ｌｄｉｏ（ごａｒｂｏｎｄａｔｉｎｇａｎｄｄｉａｔｏｍａｎａｌｙｓｉｓ

ものと考えられる．同層では，５’．ｒ／７❼ａ・／／／７Ｊ，ａｌ／・カ・・／Ｈ・ＩＪ／７，ｙ／・ａ／・／ｊなどの淡水生

付 着 性 で 流 水 環 境 を 好 む 珪 藻 が 優 占 し て い た ．
一 方 ， 砂 丘 地 域 の 地 下 は 砂 層 が 卓 越 し ， 層 相 的 に は 全 層 が 上 部 砂 層 に 対 比 さ れ

る が ， こ の 砂 層 は 海 進 に と も な っ て 累 重 的 に 堆 積 し た と 考 え ら れ て お り （ 海 津 ，

１ ９ ９ １ ） ， 潟 湖 地 域 の 上 部 砂 層 に 比 べ て か な り 古 い 時 期 ， お そ ら く 後 氷 期 の 海 面 上

昇 開 始 期 か ら 堆 積 が 始 ま り ， そ の 後 ， 完 新 世 後 半 に 海 側 へ 前 進 的 に 堆 積 し て い っ

た と 考 え ら れ る ． 新 潟 古 砂 丘 グ ル ー プ （ １ ９ ７ ４ ） は ， 砂 丘 上 に 立 地 す る 遺 跡 の 時 代

か ら ， 縄 文 時 代 前 期 末 葉 以 降 ， 繩 文 時 代 中 期 ま で の 間 に ３ 列 の 砂 丘 列 が 形 成 さ れ

た と し て お り （ Ｆ ｉ ｇ ． ２ ） ， 潟 湖 地 域 の 上 部 砂 層 の 堆 積 期 と よ く 一 致 し て い る ． ま た ，

砂 丘 地 域 の ボ ー リ ン グ 資 料 を 詳 し く み る と ， - ５ ～ - １ ８ ｍ と - ３ ０ ～ - ４ ０ ｍ に 映 層 が 現 れ

る 傾 向 が あ り ， 不 整 合 面 が 存 在 す る と 考 え ら れ て い る （ 茂 木 ， １ ９ ８ ０ ） ． 新 潟 東 港

で は ， 上 位 の 不 整 台 面 に あ た る - ６ ～ - １ ０ ｍ の 砂 層 中 か ら 産 出 し た 埋 没 樹 の 年 代 が ，

２ ， ３ ４ ０ ± １ ２ ５ ｙ ｒ Ｂ Ｐ と 得 ら れ て お り （ 茂 木 ， １ ９ ８ ０ ） ， 繩 文 時 代 晩 期 頃 は ， 現 在 の 海 岸

線 付 近 ま で 砂 堆 が 形 成 さ れ て い た と 考 え ら れ る ．

さ ら に ， 砂 丘 地 域 の ボ ー リ ン グ 資 料 に は 軽 石 を は さ む と い う 記 載 が し ば し ば 認
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め ら れ る ． こ の 軽 石 は ， 約 ５ ， ０ ０ ０ 年 前 に 福 島 県 の 沼 沢 沼 か ら 阿 賀 野 川 に よ っ て 供 給

さ れ た 沼 沢 沼 軽 石 と 考 え ら れ て い る （ 新 潟 古 砂 丘 グ ル ー プ ， １ ９ ７ ８ ） ． こ の 軽 石 は ，

新 砂 丘 Ｉ - ２ と Ｉ - ３ の 地 下 に は 認 め ら れ ず ， そ れ よ り 海 側 の 新 砂 丘 Ｉ - ４ と 新

砂 丘 Ｈ - １ で は - ９ ～ - １ ４ ｍ に ， さ ら に 海 側 の 新 砂 丘 Ｈ - ２ で は - １ ２ ～ - ２ ２ ｍ に 認 め ら

れ る ． よ っ て ， 沼 沢 沼 軽 石 の 流 下 時 の 約 ５ ， ０ ０ ０ 年 前 は ， 新 砂 丘 Ｉ - ３ の 海 側 は ， １

０ ～ ２ ０ ｍ 前 後 の 水 深 が あ っ た と 考 え ら れ る ．

最 上 部 層 （ Ｔ ） は ， 層 厚 ５ ～ １ ０ ｍ を も ち ， 地 域 に よ る 層 相 変 化 が 非 常 に 激 し く ，

腐 植 物 を 多 量 に 含 む Ｎ 値 ５ ～ １ ５ の 砂 ， シ ル ト 質 砂 ， Ｎ 値 ０ ～ ３ の シ ル ト ， 粘 土 お よ び

泥 炭 な ど か ら な り ， 潟 湖 付 近 で は 貝 殻 を 含 ん で い る 場 合 も あ る ． Ｔ は ， 層 相 お よ

び 珪 藻 分 析 結 果 か ら 後 背 湿 地 ・ 湖 沼 ・ 湿 原 の 環 境 下 で 堆 積 し た と 考 え ら れ る ． 豊

栄 市 川 西 （ Ｔ Ｓ ） に お い て ， - ２ ～ - ３ ｍ に 発 達 す る 泥 炭 層 の 基 底 と 最 上 部 の 年 代 は ，

３，３８０±１３０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１３３８），２，４８０±１６０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１２７１）であった．また，

新 発 田 市 住 吉 （ Ｓ Ｙ ） で は ， 上 部 砂 層 よ り 上 位 で は 細 粒 な 堆 積 物 が 卓 越 し て い る が ，

＋２ｍのシルト質砂から得られた木片の年代は，４，１６０ ±１３０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ -１６９０）で

あった．

４ ． 完 新 世 中 期 の 地 形 変 化-一一一一--一一一一一一-一一
縄 文 海 進 高 頂 期 に は ， 珪 藻 群 集 や 層 相 か ら 判 断 し て ， 海 岸 部 に は 砂 州 が 存 在 し ，

内 陸 部 は 複 数 の 潮 流 口 を 通 じ て 海 水 が 流 入 す る 塩 分 濃 度 の 高 い 潟 湖 が 拡 大 し た こ
と が 推 定 さ れ る ． 潟 湖 の 拡 大 し た 範 囲 を 層 相 か ら 検 討 す る と ， 阿 賀 野 川 か ら 旧 紫
雲 寺 潟 に か け て の 地 域 で ， 内 陸 側 は 水 原 ， 新 発 田 付 近 に ま で 及 ん で い た と 考 え ら
れる．なお，年代資料は欠いているが，ＦＫ地点で得られた-２５ｍで９，６００年前，-９
ｍ で ４ ， ８ ０ ０ 年 前 と い う 年 代 値 を も と に ， 堆 積 速 度 を 一 定 と 仮 定 して ， 海 ～ 汽 水 生 珪
藻の出現率が最も高い -１３ｍの層準の年代を求めると約６，０００年前と推定される．
砂 州 の 位 置 に つ い て は ， 縄 文 時 代 前 期 の 遺 跡 が 立 地 す る 新 砂 丘 Ｉ - １ 付 近 に 存 在
したと考えられる．
縄 文 海 進 高 頂 期 に 拡 大 し た 潟 湖 は ， 層 相 や 珪 藻 群 集 か ら 上 部 砂 層 （ Ｕ Ｓ ） の 発

達 に よ っ て 急 速 に 埋 積 さ れ る と と も に 閉 塞 的 な 環 境 に な っ た と 考 え ら れ る ． さ ら
に ， Ｕ Ｓ の 層 相 を 検 討 し て み る と 福 島 潟 付 近 の Ｕ Ｓ は ， 河 川 付 近 で は 疎 混 じ り 砂 ，
砂 疎 な ど の よ り 粗 粒 な 堆 積 物 に 連 続 し ， 河 成 の 堆 積 物 で あ る と 判 断 さ れ る ． ま た ，
河 川 付 近 で も 下 位 の 堆 積 物 に 比 べ て 明 ら か に 粗 粒 に な っ て い る こ と か ら ， Ｕ Ｓ の
堆積した約５，４００～４，８００年前には，上流部から粗粒な堆積物（砂陛）の供給が多
か っ た と 解 釈 す る こ と が で き る ． ま た ， 旧 紫 雲 寺 潟 と 旧 岩 船 潟 で も Ｍ Ｃ を 覆 っ て ，
粗 粒 な Ｕ Ｓ が 顕 著 に 発 達 し て お り ， 時 期 に つ い て は 今 後 さ ら に 検 討 し て い く 必 要
が あ る が ， 繩 文 海 進 高 頂 期 以 降 ， 土 砂 供 給 が 活 発 に な る 時 期 か お る よ う で あ る ．
一 方 ， 海 岸 部 の 砂 丘 に お い て ， 沼 沢 沼 軽 石 の 層 位 や 遺 跡 の 立 地 状 況 を 検 討 す る と ，

約５，４００～４，８００年前には新砂丘Ｉ -２からＩ -３，もしくはＩ -４まで，２～３
列 の 砂 丘 が 前 進 し て お り ， 内 陸 部 の 土 砂 供 給 の 増 加 と の 関 連 が 考 え ら れ る ． こ の

- ４ ３ -



麟∃Ｕ言］２言言３１巡］４

０ １ ０ ｋ ｍ
に 犬

５

Ｆｉｇ．５Ｐａｋ（）ｇｅ（）ｇｒａｐｈｉｃａｌｍａｐｓｄｕｒｉｎｇｔｈｅｍｉｄｄｌｅＦｌｏｌｏｃｅｎｅ
ｉｎｔｈｅｎｏｒｔｔｌ（ｌａｓｔｅｒｎｐａｒｔｏｆｔｈｅＮｉｉｇａｔａＰｌａｉｎ

１：ｍｏｕｎｔａｉｎｓ，ｈｉｌｌｓａｎｄＰｌｅｉｓ；ｔｏｃｅｎｅｔ（３１・ｒａｃｅｓ２：！１１１ｕｖｉａｌｆａｎｓ
３：ｆｌｏｏｄｐｌａｉｎｓ・１：（；ｏａｓｔａｌｂａｒｒｉｅｒｓａｎｄｓａｎｄｄｕｎｅｌ・ｉｄｇｅｓ
５：ｓｅａａｎｄｌａｇｏｏｎｓ

こ と は ， 新 潟 古 砂 丘 グ ル ー プ （ １ ９ ７ ８ ） が ， 新 砂 丘 Ｉ の 粒 度 組 成 が 信 濃 川 か ら 北 東

に い く に つ れ て 粗 粒 に な る こ と か ら ， 新 砂 丘 Ｉ の 砂 丘 砂 の 供 給 方 向 を 北 東 方 向 と

考 えて い る こ と と も 矛 盾 し な い ． Ｎ ｉ ｏ ｒ ｉ ｗ ａ ｋ ｉ （ １ ９ ８ ２ ） は ， 完 新 世 後 半 の 海 岸 線 の 前

進 と 海 面 低 下 が 関 連 す る こ と を 明 ら か に し て お り ， 約 ５ ， ４ ０ ０ ～ ４ ， ８ ０ ０ 年 前 は ， そ れ

以 前 の い わ ゆ る Ｈ ｙ ｐ 引 肺 ｅ ｒ ｍ ａ １ 期 の 高 海 面 期 よ り 相 対 的 に 海 面 が 低 下 し た 可 能 性 が

指 摘 で き る ．

さ ら に ， 後 背 山 地 の 環 境 を 調 べ て み る と ， 五 頭 山 地 西 麓 に は 時 代 を 異 に す る 土

石 流 堆 積 物 が 報 告 さ れ て お り ， 完 新 世 で は 繩 文 時 代 中 期 ～ 後 期 の 土 石 流 堆 積 物 が

確 認 さ れ て い る （ 高 浜 ・ 野 崎 ， １ ９ ８ １ ） ． ま た ， 若 干 地 域 は 異 な る が 飯 豊 山 地 北 麓

に お い て も ５ ， ５ ０ ０ ～ ３ ， ０ ０ ０ 年 前 に 最 も 新 し い 土 石 流 堆 積 地 形 が 形 成 さ れ た と 推 定 さ
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れ て お り （ 鈴 木 ， １ ９ ９ ０ ） ， 平 野 部 で の 土 砂 供 給 期 と ほ ぼ 一 致 して い る ． 繩 文 海 進
高頂期以降の堆積物の粗粒化の原因について，井関（１９８５）はＡｔｌａｎｔｉｃ期からＳｕ
ｔ）ｂ（）ｒｅａｌ期にかけての寒冷化によって物理的風化作用が強化され，岩屑生産量が一
時 的 に 活 発 化 し た 可 能 性 を 指 摘 し て い る ． 本 調 査 地 域 は ， 後 背 山 地 の 地 質 が 花 肖
岩 類 か ら な る こ と ， 五 頭 山 地 は 隆 起 が 激 し い こ と な ど 土 石 流 を 発 生 さ せ や す い 条
件 を 備 え て お り ， 今 後 さ ら に 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る ．

本 研 究 を 行 な う に あ た り ， 名 古 屋 大 学 文 学 部 地 理 学 教 室 の 海 津 正 倫 先 生 に 終 始
御 指 導 い た だ き ま し た ． 年 代 測 定 の 際 に は ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ
ー の 中 村 俊 夫 先 生 に お 世 話 に な り ま し た ， 以 上 記 し て 深 く 感 謝 致 し ま す．
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